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議事日程 

  １．開 会 

  ２．委員長挨拶 

  ３．審査事項 

   〔農業委員会事務局〕 

    ・農業委員会事務局長挨拶 

    予算審査 

    ・議案第５０号 平成２６年度那須塩原市一般会計補正予算（第３号） 

    決算審査 

    ・認定第 １号 平成２５年度那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定について 

   〔産業観光部〕 

    ・産業観光部長挨拶 

   〔農務畜産課〕 

    予算審査 

    ・議案第５０号 平成２６年度那須塩原市一般会計補正予算（第３号） 

    決算審査 

    ・認定第 １号 平成２５年度那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定について 

   〔農林整備課〕 

    予算審査 

    ・議案第５０号 平成２６年度那須塩原市一般会計補正予算（第３号） 

    決算審査 

    ・認定第 １号 平成２５年度那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定について 

   〔商工観光課〕 

    予算審査 

    ・議案第５０号 平成２６年度那須塩原市一般会計補正予算（第３号） 

    ・議案第５６号 平成２６年度那須塩原市温泉事業特別会計補正予算（第１号） 

    決算審査 

    ・認定第 １号 平成２５年度那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定について 

    ・認定第 ７号 平成２５年度那須塩原市温泉事業特別会計歳入歳出決算認定について 
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開会 午前１０時００分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○若松委員長 皆さん、おはようございます。本日

は、９月定例会の常任委員会にご出席いただきま

してまことにありがとうございます。 

  この定例会におきましては、常任委員会が審査

するべき案件、予算審査特別委員会から補正予算

案件３件及び決算審査特別委員会から決算認定案

件３件が付託されております。これらの案件につ

きまして、関係所管のところで随時分科会に切り

かえ、審査を行います。委員各位におかれまして

は、慎重なる審査とともに、円滑な進行をご協力

お願い申し上げまして、挨拶といたします。 

  きょうの予定としましては、農業委員会事務局

から、産業観光部、農林整備課、商工観光課まで

やりたいと思うので、皆さんご協力のほどをひと

つよろしくお願いいたします。 

  以上であります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎農業委員会事務局の審査 

○若松委員長 まず、農業委員会事務局から、順次

審査を進めてまいります。 

  農業委員会事務局の皆さん、ご苦労さまです。 

  初めに、農業委員会事務局長からご挨拶をお願

いいたします。 

○田代農業委員会事務局長 （挨拶。） 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５０号の説明、質疑、討

論、採決 

 

○若松委員長 ありがとうございました。 

  ただいまから、産業環境常任委員会を予算審査

特別委員会（第三分科会）に切りかえます。 

  それでは、議案第50号 平成26年度那須塩原市

一般会計補正予算（第３号）を議題といたします。

執行部からの議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

○田代農業委員会事務局長 （議案第50号について

説明。） 

○若松委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らの質疑、意見等をお受けいたします。 

  何かございませんか。 

○磯飛副委員長 委員長。 

○若松委員長 先ほど説明がありました、10ページ

の１項１目農業委員会費ということで、新事業の

中で農地集積・集約化対策事業の901事業の中で、

説明がありました国のほうの補助事業で、委託料

として213万1,000円、これは今説明の中で、イン

ターネットで一般公開という説明があったんです

けれども、農家の方って全員がインターネットで

できるという感じじゃない気がするんですけど、

その辺はどう考えていらっしゃるのか。 

○磯飛副委員長 田代農業委員会事務局長。 

○田代農業委員会事務局長 農地基本台帳というの

があるのですが、その農地基本台帳を一般に公開

しなさいというのが法律で義務づけられたんです

ね。ただ、全部を見せちゃうと、個人情報まで全

部入ってしまいますので、当然インターネット上

で公開できる項目、あとは窓口で公開してもいい

ですよという項目等に分かれていまして、それら

をこのＣＳＶ形式というのか、要はネットという

かパソコン上のソフトですけれども、要はエクセ

ルファイルの中で入っているやつをカンマ形式で、

例えば誰々という名前が出て、カンマがついて、

例えば農地の面積がこう出たりとか、そんなふう
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にかえるソフトですね。そういうもので公開をし

ていくわけですが、そのための今あるソフトとい

うか、今あるシステムを法律に基づいたシステム

に直していく委託費でございます。 

○磯飛副委員長 委員長。 

○若松委員長 そうすると、先ほど説明あったよう

に一般公開されて、個人情報はどの辺で守れるん

でしょうか。一般公開した場合に。 

○磯飛副委員長 事務局長。 

○田代農業委員会事務局長 すみません。農地基本

台帳の中で、基本的事項というのがあるのですが、

その中での土地の所在、地目、面積、地域区分と

か、それから農地の賃借権等の設定の状況、あと

は農地中間管理権の利用計画配分とか、利用状況

調査とか、そういうものについては公開できるの

ですが、当然個人的な、個人的というか出しては

まずいというような部分については出さないよう

なシステムになっているということです。 

○若松委員長 了解しました。 

○磯飛副委員長 委員長をかわります。 

○若松委員長 ほかにございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、質疑を終了したい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

したいと思います。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、討論を終結したい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議ないものと認め、討論を終結い

たします。 

  これより、採決いたします。 

  議案第50号 平成26年度那須塩原市一般会計補

正予算（第３号）は原案のとおり可決すべきもの

とすることでご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議なしと認めます。 

  よって、原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎認定第１号の説明、質疑、討論、

採決 

○若松委員長 続きまして、ただいまから予算審査

特別委員会（第三分科会）を決算審査特別委員会

（第三分科会）に切りかえます。 

  それでは、認定第１号 平成25年度那須塩原市

一般会計歳入歳出決算認定についてを議題といた

します。 

  執行部からの議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

○田代農業委員会事務局長 （認定第１号について

説明。） 

○若松委員長 説明が終わりましたので、各委員の

質疑、意見等をお受けいたします。 

  磯飛副委員長。 

○磯飛副委員長 166ページから167ページにかかる

んですけれども、農業委員会運営費10事業の費用

として、2,045万2,764円が歳出されている中で、

大半、80％近くが委員報酬1,701万6,000円という

金額になって、ここに農業委員会長報酬、代理者

報酬、農業委員報酬と記載されておりますが、こ

の内容、詳細、会長職は幾ら、代理者は幾らの報

酬、それで農業委員各自に幾らかをお聞かせいた

だきたいと思います。 

○若松委員長 田代農業委員会事務局長。 
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○田代農業委員会事務局長 委員報酬のほうですが、

会長につきましては月額４万7,000円、職務代理

者が３万9,000円、委員さんが３万7,000円となっ

ております。 

○若松委員長 磯飛副委員長。 

○磯飛副委員長 それは、国の制度でこの報酬とい

うのは決まっているものなのでしょうか。 

○若松委員長 局長。 

○田代農業委員会事務局長 国の制度ではないです

が、各その市町村で条例を設けてやっていると思

いますが、各市町とも額的にはこのくらいの程度

の額でございます。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、質疑を終了したい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、討論を終結したい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議がないものと認め、討論を終結

いたします。 

  これより、採決いたします。 

  認定第１号 平成25年度那須塩原市一般会計歳

入歳出決算認定については、原案のとおり認定す

べきものとすることでご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議なしと認め、よって原案のとお

り認定すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○若松委員長 その他として、執行部から何かござ

いますか。 

〔「特にありません」と言う人あり〕 

○若松委員長 委員の皆さんから何かございました

ら。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、以上をもちまして

農業委員会事務局の審査を終了いたします。 

  ご苦労さまでした。 

  ここで執行部入れかえのため、暫時休憩いたし

ます。 

 

休憩 午前１０時２４分 

 

再開 午前１０時２９分 

 

○若松委員長 休憩前に引き続き、委員会を再開い

たします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎産業観光部の審査 

○若松委員長 これより、産業観光部の審査に入り

ます。 

  初めに、産業観光部長からご挨拶をお願いいた

します。 

○藤田産業観光部長 （挨拶。） 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎農務畜産課の審査 

○若松委員長 ありがとうございました。 
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  ただいまから、農務畜産課の審査を行います。

担当課の皆さん、ご苦労さまです。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５０号の説明、質疑、討

論、採決 

○若松委員長 これより、産業環境常任委員会を予

算審査特別委員会（第三分科会）に切りかえます。 

  それでは、議案第50号 平成26年度那須塩原市

一般会計補正予算（第３号）を議題といたします。

執行部からの議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

○中山農務畜産課長 （議案第50号について説

明。） 

○若松委員長 説明が終わりましたので、各委員の

質疑、意見等をお受けいたします。 

  何かございませんか。 

  齋藤委員。 

○齋藤委員 一般会計の歳出の衛生費、先ほど９ペ

ージの中、放射能対策事業で、農協が雌牛を農家

に貸し出す、ワンクッション入って農家に貸し出

すという事業で、60頭分ということでありますけ

れども、これは申し込み方法というか、その受け

る側の農家のほうの、そういう頭数以上に殺到す

るというような部分に関しての申し込みの方法と、

最終的には農家に移管するということであります

ので、この移管期間というか、ちょっと聞き漏れ

たのかわかりませんけれども、その期間と、当然

移管でありますので、最終は無償で移管するとい

う方法でよろしいんでしょうか。 

○若松委員長 課長。 

○中山農務畜産課長 この頭数60頭につきましては、

これまで、このことの補助金の内示が６月にあり

ました。それ以前に、どれだけの頭数ということ

で協議を進めてきておりますので、それを超える

ということはございません。 

  リース期間は６年間、牛も減価償却をするとい

うことで、そこで終わりなんですね。その後は農

家に、どうぞご自由にお使いくださいという、そ

ういった仕組みになっています。 

  以上です。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

  磯飛委員。 

○磯飛副委員長 10ページの１項６目農地費の中で、

環境保全型農業直接支援対策事業の601事業につ

いてなんですが、環境保全型農業直接支援対策事

業ということで、詳細をご説明いただいたんです

けれども、そのうち面積508.52haという説明があ

りましたが、これは件数にして何件ぐらいが、申

請というか対象になっているんでしょうか。 

○若松委員長 中山課長。 

○中山農務畜産課長 対象戸数は135戸ということ

で、エコファーマーの認定を受けている方が限定

になっております。なおかつ、取り組んでいただ

ける方ということですね。 

  以上です。 

○若松委員長 磯飛委員。 

○磯飛副委員長 その中で、冬場に水を張るという

説明があったんですけれども、私も先ほど説明の

中にありましたように、よく見かける光景なんで

すが、冬場に水を張るということが保全にどのよ

うな効果があるか、わかっていたらお聞かせいた

だきたいんですけど。 

○若松委員長 中山課長。 

○中山農務畜産課長 細かいところまではちょっと、

何とも難しいところですが、実際には耕起をしま

して、ここに水を張っていく中で、稲への株とか

が腐敗をしていくというんですかね、有機物に変
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わっていくわけなんですね。そういったことが１

つ効果がありますことと、あとは鳥が来たりする

とか、生物が生き残っていく仕組みなんですね。

今までですと、完全に水を抜いて、乾燥させてし

まって、それこそ土ぼこりが飛ぶような状況だっ

たんですが、そこに水を張って、もっともっと生

物がたくさんいることによって健全な生態系とい

うんですか、それが保たれるといったそういった

ものというふうに考えております。 

○若松委員長 磯飛委員。 

○磯飛副委員長 ちょっと細かいことなんですが、

今の件について、水を張って環境保全型を維持す

るという中で、いろんな保全型がある中で冬場に

水を張る。その１ha当たり水を張った場合の補助

というんですが、これの金額ってわかっていたら

お聞かせください。 

○若松委員長 中山課長。 

○中山農務畜産課長 取り組みの仕方が、先ほど申

し上げました緑肥とか、冬場の湛水という水を張

る事業ですね、それにつきましては、10ａ当たり

4,000円、ということは１ha当たり４万円になる

んですね。プラス堆肥の利用をすると、１ha当た

り２万2,000円というもので交付されます。 

  以上です。 

○磯飛副委員長 わかりました。 

○若松委員長 ほかにございませんか。 

  星委員。 

○星委員 すみません。先ほどに関連してなんです

けれども、この市営企業というのは、これからや

はり市でも進めていくというエコファーマー認定

農家をふやしていくというお考えはあるのでしょ

うか。 

○若松委員長 中山課長。 

○中山農務畜産課長 まず、エコファーマーになる

ためには、認定農業者になる必要がある。一定規

模以上の経営をしていて、農業で生計が成り立つ

と、そういった頑張るという人を認定農業者とし

まして、その中で土づくりというようなことをや

る、あとは化学肥料とか農薬とかを減らしていき

ましょうという人たちを、都道府県がエコファー

マーとして認定をしているんですね。 

〔「県の認定になるんですね」と言う人あ

り〕 

○中山農務畜産課長 このことは、特にまず、認定

農業者になっていただく、これが市のほうの話に

なりますので、農業経営がなかなか厳しくなって

いきます。ということは、認定農業者になれば、

いろいろな、後ほど決算の中でもお話しいたしま

すが、例えば有利な融資が受けられたり、補助金

がもらえたりといういろんなメリットがあるんで

すね。ただそのためには一定規模以上、大きな農

家になっていかないとだめだというところがあり

まして、これは農業政策自体にかかわってくるも

ので、なるべくそういうふうに移行してもらいた

いなと、移行しないと経営が苦しくなっていくわ

けですね。そういったことがありますので、市と

してもそれを進めて、もちろんいくべきものと考

えてございます。 

  以上です。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  はい、どうぞ。 

○星委員 もう一ついいですか。すみません、全然

あれなんですけど。１項２目の農業振興費の青木

ふるさと物産センターの直売棟、電力増設なんで

すが、これと関係ないんですか、電気自動車を充

電施設というのとは、また関係がない設備内容に

なってくるのですか。 

○若松委員長 中山課長。 

○中山農務畜産課長 電気自動車の充電設備とはち

ょっと関係がないのですが、もともとは、受電設
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備が１つあって、青木邸に電力が行って、直売所

のほうに電力が行って、とこう分けて使っている

んですね。どうしても容量が足りないので、その

受電設備を一部改造していくというのが今回の話

です。当然、市の持ち物なので、市のほうで工事

をやっていくということでございます。 

○星委員 ありがとうございます。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、質疑を終了したい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議のないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので討論を終結したいと

思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議ないものと認め、討論を終結い

たします。 

  これより、採決いたします。 

  議案第50号 平成26年度那須塩原市一般会計補

正予算（第３号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることでご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議なしと認めます。 

  よって、原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎認定第１号の説明、質疑、討論、

採決 

○若松委員長 続きまして、ただいまから予算審査

特別委員会（第三分科会）を決算審査特別委員会

（第三分科会）に切りかえます。 

  それでは、認定第１号 平成25年度那須塩原市

一般会計歳入歳出決算認定についてを議題といた

します。 

  執行部からの議案の説明を、簡潔にお願いいた

します。 

○中山農務畜産課長 （認定第１号についての説

明。） 

○若松委員長 説明が終わったところで10分間休憩

に入ります。 

 

休憩 午前１１時１７分 

 

再開 午前１１時２９分 

 

○若松委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

  執行部の説明が終わりましたので、各委員から

の質疑、意見等をお受けいたします。 

  人見委員。 

○人見委員 169ページの農業農村活性化対策事業

の中の補助費が農業農村活性化塾活動費というの

36万円、これは婚活したということで課長のほう

から説明があったけれども、この内容等について

は、去年始まったんだと思うんですが、実績関係

等はどうだったのか。 

○若松委員長 説明を求めます。 

  中山課長。 

○中山農務畜産課長 25年度から始まった事業でし

て、昨年11月３日に開催しております。参加者は

男性10名、女性８名ということで、県外から、市

外からという方ももちろん、そちらの方も多いよ

うなんですが、特に女性は。男性は市内限定です

から。そういったことで実績がございます。カッ
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プルになったと思われる１組や２組、実際その後

どうかというのは何ともこれ。 

○若松委員長 人見委員。 

○人見委員 この婚活関係のＰＲ、何か心細い感じ

をしたんですが、目立たないような恰好で、やり

たくないようなＰＲだったのかなというふうな印

象を自分自身持ったんですが、どうせやるんだっ

たらもう少しぴしっと目立つようなやり方をやっ

てほしかったという感じがしていたんですが、今

後も続ける予定があるのかどうなのかわからない

ですが、この点について。 

○若松委員長 中山課長。 

○中山農務畜産課長 ご指摘、自分もそれで受けと

めましてＰＲ活動をやっていきたいと思っており

ますし、ことしも行います。 

○若松委員長 人見委員。 

○人見委員 ことし実施をするということは、昨年

と同じような時期にやりたいという予定ですか。 

○若松委員長 説明を求めます。 

○相馬農務畜産課農業振興係長 農務畜産課、相馬

と申します。 

  今年度につきましては、11月２日に開催する予

定で、今現在チラシとか、そういった作成に入っ

たところでございます。 

○若松委員長 人見委員。 

○人見委員 特に農村部の後継者関係が非常に結婚

が遅れているという関係で、農業を離れる傾向に

あるというのが現状だと思うんだよね。だからそ

ういうことを考えれば、こうした事業は徹底して

やってほしいという考えを持っているんですが、

ことしも来年も続けてもらえるとするならば、

大々的なＰＲをして、多くの参加者を取り込むと

いうのが必要だと思うんですが、今年度のそうし

た取り組み関係についてはどうなのか、その件。 

○若松委員長 説明を求めます。 

  中山課長。 

○中山農務畜産課長 今年度につきましては、先ほ

ど係長から申し上げましたとおりで、既にもう時

間も迫ってきておりますが、課の中でもやはりも

っともっとこれを大きくしていきたい。それから、

時期も考えたり、内容も考えていこうということ

で、今、検討しているところです。当然予算も伴

いますので、このことにつきましては、来年度に

向けてもう少し拡大できる方向で検討していきた

いと思っております。 

  以上です。 

○若松委員長 人見委員。 

○人見委員 ぜひ、課長の考えに大賛成なので、ぜ

ひとも藤田部長を中心に頑張ってもらいたいと、

特にお願いしておきたいと思います。 

  以上、この点については理解をしたいと思いま

す。 

  農業指導者関係、172ページ、36万円、この指

導者関係の職種って、要するに酪農、水田、園芸

関係とか、そういうようなどんな配分になってい

るのか。 

○若松委員長 説明を求めます。 

○相馬農務畜産課農業振興係長 しっかりとした把

握はしてございませんが、水稲、園芸、畜産とい

うふうに多岐にわたってございます。またあわせ

て、黒磯、西那須野、塩原と地区的にもある程度

バランスよくはいらっしゃいます。 

○若松委員長 人見委員。 

○人見委員 人数的にはどうなの。 

○相馬農務畜産課農業振興係長 全体では22名。 

○人見委員 22名の中の、要するに畜産なら畜産が

何名で、水田関係が何名で。 

○相馬農務畜産課農業振興係長 今ちょっとそこま

で整理し切れていなかったので、後ほど資料を提

出させていただきます。 
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○若松委員長 ほかにございませんか。 

  星委員。 

○星委員 173ページの１項４目の下のところの補

助金なんですけれども、青年就農給付金経営開始

型なんですが、昨年だと150万円で２名が就農給

付金を受け取っていて、ことしは現在11名という

ことは、９名ふえたということでよろしいですか。

ふえたその理由とか、対策どんなことだか。 

○若松委員長 説明を求めます。 

○冨山農務畜産課長補佐 農務畜産課課長補佐の冨

山と申します。 

  こちら青年就農給付金ですけれども、５年間も

らえますので、平成24年度に２人、先ほどおっし

ゃったとおり２人でございます。平成25年度に９

人の方が認められましたので、合計、現在として

11名にお支払いしているということでございます。 

○若松委員長 星委員。 

○星委員 ことし、かなりふえたと思うんです。24

年度よりも７名ふえたということで、これはやは

りそういったこと、経営したいという人を募集か

けたのか、みずからやはり何か対策を打ってこれ

だけ人数がふえたのかというのは、どういった対

策で、もっともっとやっぱりふえてもらいたいな

というところでお聞きしたいんですけれども。 

○若松委員長 相馬係長。 

○相馬農務畜産課農業振興係長 これにつきまして

は、那須農業振興事務所とともに新規の就農者の

掘り起こし、そういった方で該当しそうな方につ

いて事務所とともに情報を流しながら、こういっ

たお話を聞きながら要件に合致するような方を拾

い上げていったと、こういうところです。 

○若松委員長 星委員。 

○星委員 では、今後もそういったことで、若手の

担い手を育成していくということで、細かに支援

というか、拾って対策を打っていくということで

すか。 

○若松委員長 説明を求めます。 

  相馬係長。 

○相馬農務畜産課農業振興係長 委員おっしゃるよ

うな形で、今後も県とともに新規就農者を拾い上

げながら、面談等を通して該当者のピックアップ

に努めていきたいと考えています。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

○磯飛副委員長 委員長交代します。 

  若松委員長。 

○若松委員長 先ほど人見委員からでた婚活の問題

なんですけれども、よくテレビ番組などで見ると、

かなり大まかにやっているんですけれども、ああ

いうＰＲをしてテレビ局を呼ぶというような作戦

にはできないもんでしょうか。 

○磯飛副委員長 部長。 

○藤田産業観光部長 今、若松議員のほうからおっ

しゃった件なんですけれども、現在、企画情報課

のほうで、ちょっとこれ私どもの所管と違くなっ

ちゃうんですが、新市誕生10周年記念事業という

ことで、各テレビ番組の誘致というものを進めて

おります。そんな中でＮＨＫののど自慢があった

り、あとはお宝発見じゃないですけれども、そん

な番組を誘致したりだとか、あとは「ぐるナイ」

か何かでやっている番組で、今、委員長さん言わ

れたような番組なんかも多分誘致をするべく、今

水面下でいろいろと動いているというような情報

がありますので、それが成功するかしないかは結

果の話なのでわかりませんが、そういう試みをし

ているというような動きがあるということだけお

知らせさせていただきたいと思います。 

  あともう一つ、先ほど人見委員さんからもあり

ましたけれども、我々としても農務サイドとして

できる、要は定住促進施策というのは何かという
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ようなところで、部内でいろいろ協議しています。

そんな中で１つ、婚活というのが有効な定住促進

につながる一つの施策だというふうに思っていま

すので、そちらについては先ほど課長のほうから

お話あったとおり、来年度は10周年なので、少し、

ことしよりも内容的にもグレードアップしながら、

来年はちょっと力を入れたいなというふうに思っ

ているようなところでございます。 

  以上です。 

○磯飛副委員長 若松委員。 

○若松委員長 その件なんですけれども、実際にマ

スコミ見たり、新聞見たりするの好きなもんです

から、そうすると、農業だけに絞られちゃうと、

相手も参加しにくくなっちゃうんだと思うんです。 

  なぜかというと、そこに商工業も今大変ですよ

ね、商売も。そういうものを含めたものを入れる

と、また話の内容では、私は、農業はだめだった

んだけれども、話してみたら素敵な方だったから

という交流の場になっていくのかなと、その１点

で、今大田原市の場合は相談に来ているんですけ

れども、個人的に、娘さんがツイッターでささや

いたら、すごいんですよアクセスが、ただ交通が

わからなくて参加できないという点があるので、

そういうものもメリットとして考えて、それも検

討してもらったらいいのかなと。我々も今人見委

員に言われて、そんなのあったのかなという感じ

で思ったものですから、みんなそれぞれに動き出

して、いい方向に、それこそ定住自立につながる

のかななんて思うんです。 

  ひとつよろしくお願いします。 

○磯飛副委員長 答弁よろしいですか。 

○若松委員長 答弁もらえれば。 

○藤田産業観光部長 大きな意味での婚活をどうや

っていくか、市としてというような部分について

は、先ほどご説明させていただいたとおり、やっ

ぱり定住促進の一つの大きな施策として考えてい

る以上、やっぱり企画サイドが全体の庁内調整し

ていくんだというふうに思っています。 

  そんな中で役割分担をする中で、農務サイドと

して、あるいは市民商工サイドとして、それなり

の役割を担う事業があれば、それは積極的に展開

していきたいなというふうに思っています。 

  あくまでも全体コントロールは企画のほうかな

というふうに思っていますので、そんなお話があ

ったことは私のほうから企画部長に伝えておきま

すので。 

○磯飛副委員長 委員長交代します。 

○若松委員長 ほかにございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○若松委員長 ないようなので、質疑を終了したい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、討論を終結したい

と思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議がないものと認め、討論を終結

します。 

  これより採決いたします。 

  認定第１号 平成25年度那須塩原市一般会計歳

入歳出決算認定については、原案のとおり認定す

べきものとすることで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議なしと認めます。 

  よって、原案のとおり認定すべきものと決しま

した。 
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─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○若松委員長 執行部のほうでその他に入りますけ

れども、何かありましたら。 

  課長。 

○中山農務畜産課長 （米の買い入れ価格につい

て） 

○若松委員長 ほかには執行部のほうでないですか。 

  委員のほうからその他でありませんか。 

○若松委員長 （余剰米対策について） 

○若松委員長 では、ほかにないようなので、以上

で農務畜産課の審査を終了したいと思います。 

  ご苦労さまでした。 

  昼食のためここで休憩します。 

  午後１時より再開します。 

 

休憩 午前１１時５４分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○若松委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎農林整備課の審査 

○若松委員長 ただいまから、農林整備課の審査を

行います。 

  担当課の皆さん、ご苦労さまです。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５０号の説明、質疑、討

論、採決 

○若松委員長 これより、産業観光常任委員会を予

算審査特別委員会（第三分科会）に切りかえます。 

  それでは、議案第50号 平成26年度那須塩原市

一般会計補正予算（第３号）を議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

○関谷農林整備課長 （議案第50号について説

明。） 

○若松委員長 関谷課長の説明が終わりました。 

  委員の質疑、意見等をお受けいたします。 

  磯飛委員。 

○磯飛副委員長 歳入歳出両方出ていたんですけれ

ども、10ページの歳出のほうで質問しますが、１

項６目農地費の農地対策費101事業の中の負担金、

多面的機能支払交付金事業の内容についてご説明

いただきたいと思います。 

○若松委員長 説明を求めます。 

○関谷農林整備課長 従来からあった農地・水が多

面的機能というふうに名前が変わったものでご

ざいまして、ことしから名称の変更になりまし

た。 

  地域の農家の方やそういった方が協働でやる草

刈りや農道の砂利敷き、生き物調査とか、そうい

ったものに対しての補助金です。あとは、向上活

動と申しまして、土地改良施設の維持管理や、ひ

び割れや、そういった修繕に対する事業に対して

補助するものでして、補助率につきましては、農

地・水と同じで、国が50、県が25、市町村が25と

いう負担割合になっています。 

  これのふえた分、12地区分の補正をお願いする

ものでございます。 

○若松委員長 磯飛委員。 

○磯飛副委員長 農地・水のほうの事業から、名目

が多面的と変更になったんですが、補助額として

は農地・水時代と変わりはあるんでしょうか。 
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○関谷農林整備課長 ございません。基本的には、

例えば集落でやる場合に、その集落の中の農振用

地の農地、田んぼ・畑等について、その面積に対

して10a当たり幾らという補助金の考え方につい

ては変わっておりません。 

○若松委員長 ほかにございませんか。 

  星委員。 

○星委員 ２項１目の鳥獣保護管理事業で、猿対策

中心で、先ほど箒根地区ということだったんです

けれども、何人ぐらい巡視員の方がいらっしゃる

のでしょうか。 

○若松委員長 関谷課長。 

○関谷農林整備課長 基本的には１人なんですけれ

ども、大体２日に一遍ぐらいその地域内を巡回し

て、猿を追い払ったり捕獲してもらったりしてい

るということでございます。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  星委員。 

○星委員 箒根地区のほうでも最近頻繁に出るよう

になってきたものですから、箒根地区も結構広い

ので、１人で巡回というと、なかなかやはり端か

ら端というと巡視し切れない部分もあるのかなと

思うんですけれども、今後、もし猿がもっともっ

と出るといった場合には、これ、巡視員の方をふ

やすということも考えられますか。 

○若松委員長 関谷課長。 

○関谷農林整備課長 現在、高林地区も１人でかな

り広い面積を歩いている。塩原地区も上のほうを

歩いたということなんですけれども、特に箒根は、

今、委員おっしゃったように宇都野とかあちらで

猿・鹿ふえているという情報かなり入っています

ので、状況を見ながらなんですけれども、基本的

には１人で当面考えていきたいというふうに考え

ています。 

○星委員 ありがとうございます。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

○磯飛副委員長 委員長、かわりまして、若松委員。 

○若松委員長 先ほどの星委員の10ページの有害駆

除対策の猿の件なんですけれども、一応我々も疑

問に思っている猟友会に入っているんですけれど

も、１人というより猟友会全体を集めて共有しな

がら応援隊をつくったらどうなのかという話は出

ているんですけれども、その辺は執行部のほうと

して考えがあるのかどうか。 

○磯飛副委員長 関谷課長。 

○関谷農林整備課長 その辺はちょっと、今後猟友

会の皆さんと、基本的に支部とかいろんな形であ

るんですけれども、鳥獣保護については、基本的

には狩猟免許のある猟友会の皆さんにお願いする

以外ほかに方法がないので、そういった猟友会の

皆さんの意見を聞きながら、今言った捕獲隊みた

いなものが本当にやれるかどうかというのは、検

討課題だというふうに執行部では思っているんで

すけれども、その辺は意見を情報収集しながら今

後考えていきたいというふうに考えています。 

○磯飛副委員長 若松委員。 

○若松委員長 その件は、高林のほうへ行ったら、

ある市民の方から、ネットで調べたら猟友会のチ

ョッキというのがあるんですね、目立つチョッキ

が。あるうちのほうの那須塩原じゃない地区では、

そのチョッキ見ただけでも猿が逃げる。それは、

それだけ駆除に行っているわけです。そういう対

策とれないかというのは、たった１人で歩くより

も何人かで歩いたほうが効果があらわれるんじゃ

ないかと思って。だって、こっちやっているうち

に猿はどっちか行っちゃうんですから。それを、

それぞれの支部がありますから、そこからやはり

応援を頼んで、それを１カ月とか１週間の日程を

組んで動けるようにすれば、市民の要望に応えら
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れるのかなと思うんですけれども、その点はどう

なんでしょう。 

○磯飛副委員長 関谷課長。 

○関谷農林整備課長 実際に、猿巡視員、まだ始ま

って３年ぐらいなんですけれども、実際にあの地

域の方からは、猿巡視員が来ると、一斉に猿が逃

げるという話は聞いていますので、ある一定の効

果がある。それをどこまでふやすかというのは、

やっぱりお金の話も出てくるんだと思うので、そ

の辺は検討させていただきたいと思っています。

確かにいっぱいでやればそれだけ効果があるとい

うことは事実なのかなというのはわかりますけれ

ども。 

○若松委員長 ぜひ、よろしくお願いします。 

○磯飛副委員長 委員長交代します。 

○若松委員長 中村委員。 

○中村委員 今の猿に関してなんですが、今言った

ように逃げていくということで、一時は助かるん

ですけれども、要するに頭数が、私、猿はかなり

ふえているんではないかという懸念するんですが、

私の地元の小結地区までもおりてきているんだと

いう話まで聞いているんですが、やはり農家でカ

ボチャなんかも、つくってももうやられちゃうん

でつくらないんだという話も聞きますと、逃げれ

ばいいというんじゃなくて、ある程度、この間あ

る方に聞いたら、結構射殺なんかすると、その人

を覚えていて絶対その地域には行かないとか、猿、

利口らしいですよ。ですから、行って逃がす、山

に行って帰ってこなければいいんですが、この辺

のところをずっとイタチごっこばかりやっている

んじゃなくて、何らか頭数も駆除して、きちっと

減らしていくか、それとも見せしめと言ったら怒

られますけれども、駆除をしっかりとやってくる。

猟友会の方にお願いして射殺してくるというのも

ひとつの手かと思うんですが、かなりふえている

のではないかと思うんで、その点ちょっと確認さ

せてください。 

○若松委員長 関谷課長。 

○関谷農林整備課長 今おっしゃられたように、ふ

えているということなので、去年までは期間限定

でやっていた部分があるんですけれども、ことし

については、猿と鹿とイノシシについては、４月

１日から、もう個体数調整ということで、１年間

を通じて捕獲してくださいということで、猟友会

の皆さんには許可を出すようには、ことしからし

ました。 

  熊は、ご存じのようにそうはいかないので、熊

はやっぱり被害状況に基づいた捕獲という話にな

ってしまうんですけれども、その３頭については、

年間通して猟友会の皆さんに捕獲してくださいと

いうか、ふえていますので補殺しても大丈夫です

という許可は出しています。 

○若松委員長 ほかにございませんか。 

  人見委員。 

○人見委員 14ページの１項１目の農林水産業施設

災害復旧費の新規の中の林道木の俣線というのは、

これ場所的にはどこら辺。 

○若松委員長 関谷課長。 

○関谷農林整備課長 板室街道ずっと行くと、下り

坂になって木の俣川へ行くところありますね、あ

の下り坂の手前を左側に曲がって、旧木の俣の用

水堰がありますね、あの木の俣堰へ行く途中の、

あそこの林道です。 

○人見委員 あの砂利道のところ。 

○関谷農林整備課長 そうです。最初砂利道のとこ

ろです。 

○人見委員 あそこは土砂崩れですか。 

○関谷農林整備課長 というか、雨で路肩が崩れた

のです。長さ８ｍぐらいなんですけれども、それ

を復旧するということで、県単の補助金をもらっ
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てやる事業です。 

○若松委員長 人見委員。 

○人見委員 あそこの砂利道のところの舗装工事と

いうのは、要するに復旧工事というのはやる予定

はないの。 

○若松委員長 関谷課長。 

○関谷農林整備課長 ちょっと前にそんな話があっ

て、要するに個人所有の土地、民有地だという話

を聞いたことがあるので、市有地ではないという

話があるので、なかなか舗装という話になるとち

ょっと難しいのかなというふうに思います。 

○人見委員 わかりました。 

○若松委員長 いいですか。 

  ほかにございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので質疑を終了したいと

思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議ないものと認め、質疑を終了い

たします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、討論を終結したい

と思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議ないものと認め、討論を終結し

ます。 

  これより採決いたします。 

  議案第50号 平成26年度那須塩原市一般会計補

正予算（第３号）は原案のとおり可決すべきもの

とすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議なしと認めます。 

  よって、原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎認定第１号の説明、質疑、討論、

採決 

○若松委員長 続きまして、ただいまから予算審査

特別委員会（第三分科会）を決算審査特別委員会

（第三分科会）に切りかえます。 

  それでは、認定第１号 平成25年度那須塩原市

一般会計歳入歳出決算認定についてを議題といた

します。 

  執行部からの議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  課長。 

○関谷農林整備課長 （認定第１号について説

明。） 

○若松委員長 説明が終わりましたので、各委員か

ら、質疑、意見等をお受けします。 

  磯飛委員。 

○磯飛副委員長 186ページ、６款１項11目地籍調

査費の中で説明がありました。 

  説明の中で、前年度よりも調査面積をふやすと

いう説明がありましたが、現在、黒磯地区の地籍

調査を進めていると思うんですが、その進捗状況、

何％ぐらいするかどうかというのは手元にあるん

でしょうか。 

○若松委員長 説明を求めます。 

  関谷課長。 

○関谷農林整備課長 進捗率は、黒磯だけでいきま

すと35.18％です。西那須野は100、全部終わって

いますので、塩原については箒根地区が終わって

いて、塩原地区が残っておるという状況でござい

ます。 

○若松委員長 磯飛委員。 

○磯飛副委員長 そうしますと、黒磯地区35.18％
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ということなんですが、いつごろで完了する計画

になっているのでしょうか。 

○若松委員長 関谷課長。 

○関谷農林整備課長 毎年監査でも言っているんで

すけれども、100年以上かかるんじゃないかとは

言っているので、毎年少しずつふやせということ

なので、とりあえずことしから倍をやろうかとい

う話なんです。それで、原則的には、５カ年計画

で出しているので、それをなかなか国・県の補助

金の関係があるので、いきなりその３倍も４倍に

はなかなかふやせない状況にはあります。 

○若松委員長 磯飛委員。 

○磯飛副委員長 はい、わかりました。 

  その中で、やはり地籍調査の必要性というもの

があると思いますが、現状調査が終わっていない

ところは、その境界が明確になっていないとか、

そういう状態になっているものなのでしょうか。 

○若松委員長 関谷課長。 

○関谷農林整備課長 実際は、来年の話なんですけ

れども、建設課の道路課のほうで新南下中野路線

という道路をやっているかと思うんですけれども、

あれの下中野の部分はとても公図がぐちゃぐちゃ

でどうにもならないので、その前後の部分をとり

あえず地籍調査入れてくれないかという要請があ

りましたので、来年その部分をちょっと優先的に

やろうかという話で進めている。 

  それから、基本的には、例えば鍋掛地区の農道

をやるという話になると、用地買収するには地籍

調査と路線にある土地の、要するに地籍調査をや

るのと同じで入り口まで全部境界の立ち会いをし

ないと、用地買収ができないという形になってい

ましたから、公共事業の促進とか、あとは課税の

公平化という意味では、やっぱり地籍調査は重要

な事業ではないかというふうに考えています。 

○若松委員長 ほかにありませんか。 

  人見委員。 

○人見委員 まず、187ページの中の林業振興費の

中の松くい虫防除を実施している７カ所の場所と、

効果的な結果が出ているのかどうなのか。 

○若松委員長 説明を求めます。 

  関谷課長。 

○関谷農林整備課長 基本的に樹下注入と言って、

幹の中に入れてやっているやつなので効果は上が

っているとは思うんですけれども、場所につきま

しては、黒磯公園のいきいきふれあいセンター、

あと鳥野目河川公園、あと市役所の入り口、共英

小学校の入り口、常盤ケ丘、烏ケ森公園等を去年

は実施しております。 

  大体樹下注入にすると、大体６年ぐらいはもつ

というので、市内の公共施設を６個に分割して、

順番にやっているという対策のやり方をしており

ます。 

○若松委員長 人見委員。 

○人見委員 これは公共施設の中にある事業だと思

うんだけれども、民間からの委託なんていうのは

ないのか。 

○若松委員長 説明を求めます。 

  関谷課長。 

○関谷農林整備課長 昔はちょっと定かじゃないん

ですけれども、ヘリコプターで民有林の中の松く

い虫の防除を大型ヘリコプターでやったんですけ

れども、やっぱり苦情とかそういうのが多いんだ

と思うんです。現実的には、森林組合とかそうい

うのは独自で自分らでやっていると聞いているの

で、市がやっているのはあくまでも市の公共施設

の松くい虫対策ということでございます。 

  あとは、地上防除もあるんですけれども、同じ

感じで。 

○若松委員長 ほかにございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 
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○若松委員長 ないようなので、質疑を終了したい

と思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、討論を終結したい

と思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議がないものと認め、討論を終結

いたします。 

  これより採決いたします。 

  認定第１号 平成25年度那須塩原市一般会計歳

入歳出決算認定については、原案のとおり認定す

ることで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議なしと認めます。 

  よって、原案のとおり認定すべきものと決しま

した。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○若松委員長 では、執行部のほうでその他ありま

したら。 

○関谷農林整備課長 （有害鳥獣対策について） 

○星委員 （農作放棄地対策について） 

○関谷農林整備課長 （元気の森事業について） 

○磯飛副委員長 （農道と市道の関係について） 

○若松委員長 （有害鳥獣と奥山林の整備につい

て） 

○若松委員長 ほかに委員のほうから何かあります

か。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、以上で農林整備課

の審査を終了いたします。 

  ご苦労さまでした。 

  ここで執行部入れかえのため暫時休憩といたし

ます。 

   

休憩 午後 １時５１分 

 

再開 午後 ２時０３分 

 

○若松委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎商工観光課の審査 

○若松委員長 ただいまから商工観光課の審査を行

います。 

  担当課の皆さん、ご苦労さまです。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５０号の説明、質疑、討

論、採決 

○若松委員長 これより、産業環境常任委員会を予

算審査特別委員会（第三分科会）に切りかえます。 

  それでは、議案第50号 平成26年度那須塩原市

一般会計補正予算（第３号）を議題といたします。 

  執行部からの議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  課長。 

○藤田商工観光課長 （議案第50号について説

明。） 

○若松委員長 説明が終わりました。各委員の質疑、

意見等をお受けします。 

  何かございませんか。 
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  星委員。 

○星委員 ２項２目のドコモマーケットリサーチな

んですけれども、これは具体的にいつごろから始

めるんですか。 

○若松委員長 説明を求めます。 

  藤田課長。 

○藤田商工観光課長 11月から実施したいと考えて

おります。 

○若松委員長 星委員。 

○星委員 これは具体的に、要はスマホだったりと

か携帯電話からの配信で、それでアンケートにお

答えくださいみたいな形になってくるんですか、

店頭でのアンケートなんですか。 

○若松委員長 藤田課長。 

○藤田商工観光課長 端末でのアンケートになりま

す。 

○星委員 ありがとうございます。 

○藤田商工観光課長 ドコモのポイントというの、

よくありますね。アンケートに答えると、そのポ

イントがもらえるというような、なかなかそうい

うものがつかないとアンケート答えてもらえない

ということがあるので、そういう手法でやろうと

思っております。 

○若松委員長 星委員。 

○星委員 そうすると、そこにかかるこの委託料の

53万5,000円というのは、そのドコモポイント分、

関係ないのか。すみません。 

  ドコモポイントはアンケートをお答えする方に

はついてきますけれども、それは別に料金的には

関係のない話。 

○若松委員長 藤田課長。 

○藤田商工観光課長 直接的には関係はしない。た

だ、全体の中には含まれているということも。 

○星委員 ありがとうございます。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

  磯飛委員。 

○磯飛副委員長 同じく11ページの７款２項４目観

光施設整備事業、101事業の中のヤシオツツジの

移植についてなんですけれども、計画ですと４カ

所、先ほど説明がありました４カ所なんですが、

これ要望になっちゃうような質問なんですけれど

も、西那須野地区に烏ヶ森公園があるんですけれ

ども、あそこは最近、園路が整備されたというこ

とで、公園として施設的に大分充実してきており

ます。 

  最近、私もあそこまで行って、朝、ウオーキン

グをやっているんですけれども、かなりの方があ

そこに集まってきているという光景も見られます。

そういう中で、西那須野地区烏ヶ森に移植という

ものは検討されたんでしょうか。 

○若松委員長 藤田課長、よろしくお願いします。 

○藤田商工観光課長 具体的に西那須野の烏ヶ森で

現地の調査というのは行っておりません。当初、

寄贈を受けたときには全て木の俣にという予定だ

ったんですが、現場のほうを確認しますと、やっ

ぱり移植するというのが難しい植物であり、あと

は、あそこの土壌だとかというのがありまして、

専門家のほうに見ていただいたところ、木の俣で

はとても全部というわけにはいかない。じゃ、そ

の中でヤシオツツジが比較的安全に根がつきやす

いところ、市内でどこだろうというのを検討して

いただいた中で、今回こういう場所がいいんでは

ないかというような話になりましたので、委員お

っしゃるような形で、じゃ、烏ヶ森はどうだとい

う具体的な検討というのは、私どものほうではし

ていないというのが実態でございます。 

○若松委員長 磯飛委員。 

○磯飛副委員長 ご存じのように、烏ヶ森公園は桜

から始まってアジサイまで、何カ月間かツツジも
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入りまして、花の時期が結構長い期間楽しめると

いう、そういう中で桜の前に咲くヤシオツツジと

いうこと。 

  それともう一点は、聞くところによると、今回

寄贈を受けて育てている地区が東那須野あたりな

んですか。 

〔「三本木」と言う人あり〕 

○磯飛副委員長 三本木。三本木ということで、平

場で育ったヤシオツツジなんで、通常は山の上か

らヤシオツツジを下におろしてくると根つきが悪

いと、私もそういう経験はあるんですけれども、

平場で育った、平地で育ったヤシオツツジなんで、

この黒磯公園なんかも同じかと思うんですが、西

那須野地区の烏ヶ森においても移植としては平場

育ちのヤシオということで、素人だからわかんな

いんですけれども、比較的つきやすいヤシオツツ

ジではないかなという思いがあるもんですから、

先ほど言った公園の花の状況、そういったものも

含めて、もう決定したということなんですが、ま

だ間に合うようであれば烏ヶ森というのも一度検

討していただければと思います。 

○若松委員長 説明を求めます。 

  課長。 

○藤田商工観光課長 了解いたしました。 

  専門家のほうと相談をさせていただきたいと思

います。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

  中村委員。 

○中村委員 今回の羽田空港のレンタルですね。あ

れは第１、第２、国際ターミナルありますね。そ

のどの部分に設置されていくのか。 

  また、11月に始まるということなんですが、期

間はどのぐらい、これやっていくのか、ちょっと

それをお聞かせいただきたいと思います。 

○若松委員長 説明を求めます。 

  藤田課長。 

○藤田商工観光課長 期間は現在まだ正式な交渉は

できませんけれども、下交渉の段階では、できれ

ば議決後、速やかに手続をとりまして、11月から

開始、それから年度いっぱいに持っていけないか

ということで今、検討をしております。 

○中村委員 やるとしたら３月。 

○藤田商工観光課長 場所については……。 

○若松委員長 木下審議監。 

○木下政策審議監 場所も、お金を払うというめど

が立たないと押さえられない。 

  それともう一つは、非常に厳しい場所でして、

まだ不確定要素があります。多分、モノレールの

乗りかえ口の国際線側になることに、今から速や

かにいって、そういう感じになるのかなという思

いがありますけれども。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  齋藤委員。 

○齋藤委員 11ページの商工振興費、２項２目の研

修会の講師謝礼。部内研修を行うという予算であ

りますけれども、これの内容と、同じページの２

項４目、先ほどから出ている植栽について、これ

の内訳、工事請負費が4,694万2,000円なんですが、

これの内訳をちょっとお知らせ願いたいと思いま

す。 

○若松委員長 説明を求めます。 

  藤田課長。 

○藤田商工観光課長 まず、部内研究会の研修の内

容でございます。こちらのほうは６月の議会の際

に、部内に６次産業化研究会。現在、研修会の内

容を詰めております。 

  案が今、２つございます。６次産業化に向けて、

その大きな視点で６次産業化を促進するための仕
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組みであるとか、そういったものを広く勉強する

というのが１つ。 

  それから、前々から一つの例として挙がってい

ますチーズに絞って、６次産業化を進めていくた

めに具体的な研修会にしようと、その２つで今、

検討を行っているところでございます。 

  それから、もう一つ、内訳でございます。 

  工事費の内訳でございますが、急速充電器の関

係が4,300万円、残り394万2,000円がヤシオツツ

ジの植栽の経費という部分です。 

  なお、４カ所で4,300万、非常に高額な感じが

いたしますが、通常は１基600万程度でございま

す。そのうち旧ＴＥＰＣＯ跡地、こちらについて

は単に急速充電器を設置するということではなく、

もともと自然エネルギーを売る施設だということ

もありまして、こちらのほうは太陽光パネル、そ

れから蓄電池をセットしまして、充電する電気自

体も自然エネルギーというものを考えておりまし

て、そこの金額が高くなっております。 

  以上でございます。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、質疑を終了したい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、討論を終結したい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第50号 平成26年度那須塩原市一般会計補

正予算（第３号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることでご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議なしと認め、よって原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５６号の説明、質疑、討

論、採決 

○若松委員長 続きまして、議案第56号 平成26年

度那須塩原市温泉事業特別会計補正予算（第１

号）を議題といたします。 

  執行部からの議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  課長。 

○藤田商工観光課長 （議案第56号について説

明。） 

○若松委員長 説明が終わりました。 

  各委員からの質疑、意見等をお受けいたします。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、質疑を終了したい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、討論を終結したい

と思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議ないものと認め、討論を終結し

ます。 

  これより採決いたします。 
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  議案第56号 平成26年度那須塩原市温泉事業特

別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決

すべきものとすることでご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議なしと認め、よって、原案のと

おり可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎認定第１号の説明、質疑、討論、

採決 

○若松委員長 続きまして、ただいまから予算審査

特別委員会（第三分科会）を決算審査特別委員会

（第三分科会）に切りかえます。 

  それでは、認定第１号 平成25年度那須塩原市

一般会計歳入歳出決算認定についてを議題といた

します。 

  執行部からの議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  課長。 

○藤田商工観光課長 （認定第１号について説

明。） 

○若松委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らの質疑、意見等をお受けいたします。 

  何かありますか。 

  中村委員。 

○中村委員 164ページ。労働対策費でございまし

て、委託料の中に那須塩原市地域活性化アイデア

コンテスト845万497円が使われております。 

  12月４日、私もこれ参加をさせていただきまし

て、見させていただきました。こういったものに

対して、これは委託ですから、どこかに業者にお

願いしてやっているんではなかろうかと思うんで

すが、実際、参加しましてメンバーは大学生が参

加されておりまして、一般の市民はまず皆無とい

うぐらいにいない状況の中で、それで中央大学の

方が優勝されたということでございますが、こう

いったものを大きなお金をかけて毎年やられてい

て、それを市の施策に何か取り入れるようなこと

があったのかどうかの確認と、もう少し市民も巻

き込んだ発表会にしていくべきではなかろうかと

いう印象を受けたんですが、どう考えているかお

聞かせいただきたいと思います。 

○若松委員長 説明を求めます。 

  藤田課長。 

○藤田商工観光課長 中村委員のほうから今ござい

ました委託先につきましては、平成25年度の委託

先は栃木プロジェクトプロに委託をして、これで

４年ほど運用してございます。 

  結果としては、中央大学の「『健康になるま

ち』那須塩原」というものですが、現在、これを

直接施策に取り入れてというような中身はござい

ません。当然、おっしゃるとおり、その中で利活

用できるものは活用していくということは考えて

おりますが、現時点ではございません。 

  もう一つ、市民を巻き込んだ形でということで、

今年度は全く形を変えて実施することになります。

観光協会、それから商工会、市内全部ですね。そ

れぞれが一緒になって実行委員会を組織していた

だいて、その中でアイデアコンテストを実施と

いうようなことで形を変えさせていただきまし

た。 

  さらに、予算的にも大分縮減を図っております。

そのかわり、市民が一体となってということなん

で、それぞれ協賛等を実行委員会で募った中で実

施するというようなことになっております。 

  以上であります。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

  磯飛委員。 
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○磯飛副委員長 同じく164ページの労働対策費の

中で、緊急雇用創出事業の中に、これ本会議でも

決算質疑が出たんですが、委託料の中のヘルスツ

ーリズム商品企画開発人材育成事業。本会議で説

明を受けたんですが、私の場合、全く理解できな

いんで、その内容をご説明いただきたいのと、同

じように、その下の外国人観光客おもてなし推進

事業。西那須野地区のにぎわいまちづくり事業。

これ、中身どんなことをやってきたか、ご説明を

いただきたいと思います。 

○若松委員長 説明を求めます。 

  藤田課長。 

○藤田商工観光課長 初めに、ヘルスツーリズムの

ほうの中身でございます。 

  こちらのほうでは、塩原温泉観光協会に委託を

いたしました。その中で、実際にそういったヘル

スツーリズムという視点で旅行商品を、実際に現

在あるわけではございません。そういった商品を

開発できる人材を育成して、後につなげたいとい

うような中身でございました。 

  雇用された職員は、ノルディックウオーキング

であるとか、温泉入浴指導、それから日赤の救急

法であるとか、あとは急流救急レスキューなんて

いうのもあるんですね。急流って急な流れの中。

それぞれあとはＥボートの操船講習、雪崩対策講

習、スノーモービル講習、それぞれ安全にそうい

ったレジャーが楽しめる企画をできる、その基礎

知識の習得というようなことをやっていただきな

がら、実際に現在そういった企業が今、活動して

いるというのもありますんで、そこで体験モニタ

ーツアーなんかも経験をしながらやっていただい

て、結果的に緊急雇用の場合には、１つは雇用の

創出という目的もありますし、ただ慈善事業で雇

用の創出ということじゃなくて、市のためにも温

泉街のためにも役に立つというような視点で、両

方で見させていただいていますんで、そのうち１

名は実際にやっている業者のほうに、緊急雇用の

契約期間満了後は就職もしたというようなことで、

補助的な雇用につながったというような効果は出

ています。 

  ただ、じゃ、それを生かして今、塩原温泉の観

光業界がそういった商品を開発したかという話に

なれば、現在はそういった商品は開発されていな

いという状況でございます。 

  それから次が、外国人の観光客おもてなし推進

事業。委託先は日旅ビジネスクリエイトという会

社になります。 

  電子版のガイドブック、マスコミ発表、それか

ら議員の皆様にもお知らせはいたしましたが、成

果としては「ココシル那須塩原」というのを、こ

の事業で開発をしたという中身でございます。 

  この「ココシル那須塩原」、昨年、ホームペー

ジという形ではなくアプリという形で開設いたし

まして、実際に現地に行ってナビゲーション機能

がついていたり、あとはある程度の翻訳機能なん

かもついているということで、好評をいただいた。 

  今年度についてもコンテンツの充実ということ

で、ここに参加したいという事業者の募集をさら

に拡充をしていくということに予定しております。 

  次に、西那須野地区のにぎわいまちづくり事業

でございます。 

  こちらのほうも議会の本会議の中でもお話がご

ざいましたが、空き店舗を活用した交流プラザ

「いいね！にしなす」の運営。こちらのほうは、

「いいね！にしなす」の運営、それから農産物の

展示販売、さらには拓陽高校の生徒と連携しての

展示販売、地域交流のミニイベント、ミニライブ、

それから教室等で35回ほど行ったという内容でご

ざいますが、ここで雇用をいたしましたのは６名

の方を雇用して行っております。 
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  拠点とした場所については、ご存じかもしれま

せんけれども、西那須野郵便局の隣でございます。 

  以上でございます。 

○磯飛副委員長 わかりました。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  ほかにございませんか。委員の皆さんから。 

〔発言する人なし〕 

○若松委員長 では、ないようなので、質疑を終了

したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議ないものと認めます。 

  質疑を終了いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、討論を終結したい

と思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議がないものと認め、討論を終結

いたします。 

  これより採決いたします。 

  認定第１号 平成25年度那須塩原市一般会計歳

入歳出決算認定については、原案のとおり認定す

べきものとすることでご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議なしと認めます。 

  よって、原案のとおり認定をすべきものと決し

ました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎認定第７号の説明、質疑、討論、

採決 

○若松委員長 続きまして、認定第７号 平成25年

度那須塩原市温泉事業特別会計歳入歳出決算認定

についてを議題といたします。 

  執行部からの議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  課長。 

○藤田商工観光課長 （認定第７号について説

明。） 

○若松委員長 説明が終わりました。 

  委員からの質疑、意見等をお受けします。 

  何かございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、質疑を終了したい

と思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、討論を終結したい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議がないものと認め、討論を終結

いたします。 

  これより採決いたします。 

  認定第７号 平成25年度那須塩原市温泉事業特

別会計歳入歳出決算認定については、原案のとお

り認定すべきものとすることでご異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議なしと認め、よって、原案のと

おり認定すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○若松委員長 では、執行部のほうで、その他あり

ましたら何かございますか。 
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〔「ありません」と言う人あり〕 

○若松委員長 委員のほうから何かありましたら。 

  中村委員。 

○中村委員 （黒磯駅前活性化懇談会の進捗状況、

観光協会一本化の見通しについて） 

○若松委員長 ほかに委員からのほうは何かござい

ますか。 

  よろしいですか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 では、ないようなので商工観光課の

審査を終了したいと思います。 

  以上をもちまして、産業観光部の審査を終了い

たします。 

  産業観光部の皆さん、大変ご苦労さまでした。 

  暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ３時１５分 

 

再開 午後 ３時１８分 

 

○若松委員長 再開します。 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎散会の宣告 

○若松委員長 本日はこれで終了します。 

  ありがとうございました。 

 

散会 午後 ３時１８分 
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産業環境常任委員会及び予算審査・決算審査特別委員会（第三分科会） 

 

平成２６年９月１９日（金曜日）午前１０時開会 

 

出席委員（６名） 

委 員 長 若 松 東 征 君 副 委 員 長 磯 飛   清 君 

委 員 星   宏 子 君 委 員 齋 藤 寿 一 君 

委 員 人 見 菊 一 君 委 員 中 村 芳 隆 君 

 

欠席委員（なし） 

 

紹介議員（なし） 

 

説明のための出席者 

生活環境部長 山  﨑     稔  君 環境管理課長 舟  岡     誠  君 

環境管理課長 
補 佐 

小  泉  聖  一  君 環境企画係長 佐  原  勝  美  君 

環境衛生係長 飯  村  裕  之  君 環境対策課長 山  田     隆  君 

環境対策課長 
補佐兼廃棄物 
対 策 室 長 

石  塚  昌  章  君 公害対策係長 小  髙  裕  一  君 

廃棄物対策室 
一般廃棄物 
担当副主幹 

河  合     浩  君 
廃棄物対策室 
産業廃棄物 
担当副主幹 

久  保  裕  史  君 

那 須 塩 原 
クリーンセンター 
所 長 

月  井  幸  一  君 
那 須 塩 原 
クリーンセンター 
清 掃 係 長 

大  島  貴  博  君 

生 活 課 長 橋  本     悟  君 
生 活 課 長 
補 佐 兼 
生活安全係長 

相  葉  秀  隆  君 

消費生活係長 岩  波  ひ ろ み  君 
消 費 生 活 
センター所長 

菊  地  淳  子  君 

 

出席議会事務局職員 

書 記 伊  藤     靖  君   

 

議事日程 

  １．開 議 

  ２．委員長挨拶 
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  ３．審査事項 

   〔生活環境部〕 

    ・生活環境部長挨拶 

   〔環境管理課〕 

    予算審査 

    ・議案第５０号 平成２６年度那須塩原市一般会計補正予算（第３号） 

    ・議案第５７号 平成２６年度那須塩原市墓地事業特別会計補正予算（第１号） 

    決算審査 

    ・認定第 １号 平成２５年度那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定について 

    ・認定第 ８号 平成２５年度那須塩原市墓地事業特別会計歳入歳出決算認定について 

   〔環境対策課〕 

    予算審査 

    ・議案第５０号 平成２６年度那須塩原市一般会計補正予算（第３号） 

    決算審査 

    ・認定第 １号 平成２５年度那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定について 

   〔生活課〕 

    予算審査 

    ・議案第５０号 平成２６年度那須塩原市一般会計補正予算（第３号） 

    決算審査 

    ・認定第 １号 平成２５年度那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定について 

  ４．その他 

  ５．閉 会 
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開会 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○若松委員長 皆さん、おはようございます。 

  散会前に引き続き、産業環境常任委員会を再開

いたします。 

  本日は、生活環境部の審査を行います。 

  委員各位におかれましては、慎重なる審議とと

もに円滑なる進行へのご協力をお願い申し上げま

して、挨拶といたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎生活環境部の審査 

○若松委員長 それでは、次第により審査事項に入

ります。 

  初めに、生活環境部長からのご挨拶をお願いい

たします。 

○山﨑生活環境部長 （挨拶。） 

○若松委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎環境管理課の審査 

○若松委員長 ただいまから環境管理課の審査を行

います。 

  担当課の皆さん、ご苦労さまでございます。 

  これより産業環境常任委員会を予算審査特別委

員会（第三分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５０号の説明、質疑、討

論、採決 

○若松委員長 それでは、議案第50号 平成26年度

那須塩原市一般会計補正予算（第３号）を議題と

いたします。 

  執行部からの議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  舟岡課長。 

○舟岡環境管理課長 （議案第50号について説

明。） 

○若松委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らの質疑、意見等をお受けします。 

  磯飛委員。 

○磯飛副委員長 充電器の歳入について説明を受け

ましたが、これ４台分ということなんですが、何

台でも申請というのはできる制度なんでしょうか。 

○若松委員長 舟岡課長。 

○舟岡環境管理課長 予算上、一般社団法人次世代

自動車振興センターというところで出している補

助金なので、金額があれば申請は可能だと思いま

すが、今回につきましては県のほうで指針をつく

っていまして、道の駅とか観光地とか、そういっ

た部分を県の指針に基づいて申請ということで、

その申請にのっとれば補助申請を受けられるとい

うことで４基だけお願いしたいと思います。 

○若松委員長 ほかにございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、質疑を終了したい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議ないものと認め、質疑を終了し

ます。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、討論を終結したい

と思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議ないものと認め、討論を終結し
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ます。 

  これより採決いたします。 

  議案第50号 平成26年度那須塩原市一般会計補

正予算（第３号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることでご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議なしと認めます。 

  よって、原案のとおり可決すべきものといたし

ました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５７号の説明、質疑、討

論、採決 

○若松委員長 続きまして、議案第57号 平成26年

度那須塩原市墓地事業特別会計補正予算（第１

号）を議題といたします。 

  執行部からの議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  課長。 

○舟岡環境管理課長 （議案第57号について説

明。） 

○若松委員長 説明が終わりましたので、委員の皆

さんから質疑、意見等をお受けいたします。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○若松委員長 ありませんか。 

  ないようなので、質疑を終了したいと思います

が、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議ないものと認め、質疑を終了い

たします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、討論を終結したい

と思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議ないものと認め、討論を終結い

たします。 

  これより採決いたします。 

  議案第57号 平成26年度那須塩原市墓地事業特

別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決

すべきものとすることでご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議なしと認めます。 

  よって、原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎認定第１号の説明、質疑、討論、

採決 

○若松委員長 続きまして、ただいまから予算審査

特別委員会（第三分科会）を決算審査特別委員会

（第三分科会）に切りかえます。 

  それでは、認定第１号 平成25年度那須塩原市

一般会計歳入歳出決算認定についてを議題といた

します。 

  執行部からの議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  課長。 

○舟岡環境管理課長 （認定第１号について説

明。） 

○若松委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らの質疑、意見等をお受けいたします。何かあり

ますか。 

  星委員。 

○星委員 151ページの４款１項５目の自然保護対

策推進事業、301事業の交付金のところなんです

けれども、本年度新規として、希少野生動植物種

保護対策事業ということで予算が70万円当初予算
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組まれていたかと思うんですが、これが決算で２

万2,000円ということは、当初参加予定団体とか、

そういったものよりもかなり少なかったというこ

とになるんでしょうか。 

○若松委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○舟岡環境管理課長 これにつきましては、実績に

より補助金をあげていますので、この熊久保里山

会のほうの実績、人数等についてこちらに申請あ

った部分について補助金を出しております、交付

金を出しておりますので、実績によって増減する

ということになります。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

  星委員。 

○星委員 149ページの墓地管理事業の401事業なん

ですが、墓地調査、意識調査ということで先ほど

アンケート調査を行ったということなんですが、

その内容とか、あとどういった声が上がってきた

かとかというのがわかりましたら教えてください。 

○若松委員長 説明を求めます。 

  課長。 

○舟岡環境管理課長 墓地に関する実態調査という

ことでアンケート調査を実施しました。3,000人

無作為に実施しまして、3,000人のうち1,228件の

回答がございました。回答率としましては

40.93％の回収率ということで、サンプル量とし

ては適正な数字かなということでございます。 

  この中で、墓地に対するアンケートの中でいろ

いろ質問させていただいたんですが、最終的には

市営墓地を求めることについてアンケートさせて

いただいた部分がございまして、今後墓地を購入

するに当たり、市有墓地を必要とするかしないか

というような部分についてのアンケートをさせて

いただきました。 

  墓地については市が積極的につくるべきという

意見をいただきましたのが341件、率にして

27.8％、使用する人がいればつくってもよいとい

うのが601件、48.9％という多くの方が市有墓地

を求めている意向が出ております。 

  実施ベースで3,000人中178人が実際市有墓地を

希望しているという結果が出ております。これを

全世帯に換算しますと、４万3,484世帯というこ

とに換算しますと2,580人の需要があるという推

測結果にはなるわけでございます。 

  そういった部分を含めて、新規購入、将来購入

したい、検討しているということが非常に多いと

いうことで、これについてはそういったデータが

出たということで、今後のことについていろいろ

検証していきたいなと、そういうふうに思ってい

るところでございます。 

○若松委員長 ほかに。 

  磯飛委員。 

○磯飛副委員長 今の関連してなんですけれども、

需要を希望する方が多い結果が出ているんですが、

市営の墓地は今、塩原と赤田ということで、地区

別で黒磯地区で何％ぐらいの方が求めているとか、

そういったデータをとっていないですか。 

○若松委員長 説明を求めます。 

  舟岡課長。 

○舟岡環境管理課長 地区別をちょっと分けてやっ

ております。黒磯地区でいいますと、希望すると

いう回答をした中で、黒磯地区につきましては全

体の53.3％ということになっております。西那須

野につきましてはもう既にあるということで、パ

ーセンテージにつきましては42.1％というような

状況でございます。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

  人見委員、ありませんか。 
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○人見委員 ありません。 

○磯飛副委員長 委員長をかわりまして、若松委員。 

○若松委員長 151ページの１項５目自然保護対策

推進の30事業の中の動植物調査研究会委員報酬24

名という、こういう会員になっている方はどんな

メンバーになっているのかと、それから、その下

の生息地保全地区で11協定地区とありますけれど

も、地区がもしわかりましたらお願いしたいと思

います。 

○磯飛副委員長 舟岡課長。 

○舟岡環境管理課長 まず、協定している地域につ

きまして申し上げます。 

  基本的に当時の黒磯市が先行してこういうこと

をやっていましたので、黒磯の地区がほとんどと

いうことになります。まず寺子地区に２件、熊久

保地区が３件、鍋掛地区が２件、それから中内１

件、木綿畑１件、鴫内ということです。あと、寺

子地区、すみません、もう１件ございました。今

年度になりまして、26年度になりまして、西那須

野地区の石林、こちらが１件新たに追加というこ

とになりました。 

  それから、動植物調査研究会委員の名簿なんで

すが、名簿につきましては会長としては松村雄さ

んという方が会長ということで、この人は栃木県

昆虫愛好会の幹事や那須野が原自然調査会の会員

等をやっている方でございまして、そのほか副会

長としましては、遠藤孝一さん、ご存じだと思い

ますが、オオタカ関係の保護をやっている方、そ

れから塩原地区でいいますと君島章男さん、爬虫

類とか両生類、こういったことをやっていまして、

そういった方を含めて委員数としては25名。 

〔「25名ですか」と言う人あり〕 

○舟岡環境管理課長 その中で出席した方にお支払

いをしているということになります。 

○磯飛副委員長 若松委員。 

○若松委員長 先ほどの説明の中の11協定区の中で

主にどんな調査をなさっているんですか。 

○舟岡環境管理課長 これは主に植物関係がほとん

どでございます。指定種としましては、ちょっと

申し上げるのもあれですけれども、鍋掛地区でい

いますとミズニラ、ナスヒオウギアヤメ、カザグ

ルマ、そういったもの、リュウキンカとかフクジ

ュソウとか、セツブンソウとか、そういった部分

も指定種として保護をお願いしているところでご

ざいます。 

○磯飛副委員長 若松委員。 

○若松委員長 そうすると、縄を張ってやっている

ところをよく見かけるんですけれども、柵をつく

って。それがそうなんですか。 

○舟岡環境管理課長 そういう部分と、知られない

ようにしておくのが保護なので、余りわかるよう

にしちゃうと盗まれる可能性がありますので、

大々的にやっていないところもございます。 

○若松委員長 秘密にして守っているという。 

○舟岡環境管理課長 そういう部分もございます。 

○磯飛副委員長 若松委員。 

○若松委員長 16ページの13款２項２目衛生手数料

の中の狂犬病予防接種をすることで、先ほど課長

のほうから説明がありまして、頭数が減っている

という説明だったんですが、現在は1,815頭。こ

の減っている理由などは、私見かけたところ何か

犬の数はふえているような感じがするんですけれ

ども、登録していないという形なんでしょうか。 

○磯飛副委員長 舟岡課長。 

○舟岡環境管理課長 減っている主な原因というの

はちょっとこちらでは把握しておりません。犬に

つきましては、先ほど歳出のほうでの登録システ

ムを購入させていただいて、それで転入とか転出

とかそういう部分についても犬についてもきちん

と登録をさせていただいています。なおかつ、狂
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犬病の予防注射のご案内をさせていただいて、そ

れでしていただいた部分で再確認をしております

ので、そのほか、減になっている理由というのは

ちょっとわからないところでございます。 

  ただ、野犬等についてはかなり減ってきている

状況かとは思います。 

  以上です。 

○磯飛副委員長 若松委員。 

○若松委員長 例えば、飼い主が、犬が亡くなって

その削除というか、死亡届とかというのは、そう

いうのはやっぱり出ているんでしょうか。 

○磯飛副委員長 舟岡課長。 

○舟岡環境管理課長 これは登録する段階でそうい

う説明もさせていただいているんですが、人間と

同じように亡くなったらば、こちらのほうにその

旨書類がありまして、提出していただくというこ

とになれば、次回の狂犬病予防注射のご案内をこ

ちらではしないということになりますので、届け

出を出すことをわからない飼い主さんがいる場合

には、その狂犬病のご案内が行ったときに初めて

ああということで、うちに犬いないんですけれど

もと、亡くなったんですけれどもということでお

知らせいただいた場合は、それでまた登録システ

ムのほうに削除というか、死亡ということにさせ

ていただています。 

○磯飛副委員長 若松委員。 

○若松委員長 多分わからない方が多いと思うので、

そういうのを何かの、広報か何かでアピールとい

うか、知らせる方法というのは。 

○磯飛副委員長 舟岡課長。 

○舟岡環境管理課長 犬の飼い方、そういった部分

については広報で掲載をしてはいるところでござ

いますけれども、なかなか皆さんがそれを狂犬病

の注射とか登録とかというのはわかっても、一応

案内はしているんですが、死亡のほう、出さなく

ても特段不利益はないわけでございまして、ただ

狂犬病の通知が行ったときに初めてという方は確

かに多いのは現実でございます。 

○磯飛副委員長 委員長を交代します。 

○若松委員長 ほかにございませんか。 

  星委員。 

○星委員 この狂犬病予防の通知なんですけれども、

これは１軒で例えば２頭とか３頭とか飼っている

方もいらっしゃると思うんですけれども、それぞ

れ１軒に１つの封筒に入れて出しているのか、そ

れとも１頭ずつに個別に出しているのか、どっち

なんでしょうか。 

○若松委員長 課長。 

○舟岡環境管理課長 １軒の家で例えば２頭飼って

いる場合は、一個一個の狂犬病の通知は出します

けれども、封筒詰めは１個に詰めさせていただい

ております。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○若松委員長 ないようなので、質疑を終了したい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議ないと認め、質疑を終了いたし

ます。 

  討論はございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、討論を終結したい

と思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議ないものと認め、討論を終結い

たします。 

  これより採決いたします。 

  認定第１号 平成25年度那須塩原市一般会計歳

入歳出決算認定については、原案のとおり認定す
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べきものとすることでご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議なしと認めます。 

  よって、原案のとおり認定すべきものと決しま

した。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎認定第８号の説明、質疑、討論、

採決 

○若松委員長 続きまして、認定第８号 平成25年

度那須塩原市墓地事業特別会計歳入歳出決算認定

についてを議題といたします。 

  執行部からの議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  課長。 

○舟岡環境管理課長 （認定第８号について説

明。） 

○若松委員長 説明が終わりましたので、各委員の

質疑、意見等をお受けいたします。 

  星委員、何かありますか。 

○星委員 私ですか。じゃすみません。墓地なんで

すが、区画は全て、赤田霊園墓地は１号墓地も２

号墓地も、全て区画のほうは埋まっているのでし

ょうか。 

○若松委員長 課長。 

○舟岡環境管理課長 そうですね。赤田霊園関係に

つきましては全て埋まっておりまして、こういっ

たことに発生するのは、使用しなくなった場合、

返していただいたので、それを新規で売りかえる、

貸し出しするということで歳入が発生するという

ことで、現段階は全部埋まっている。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  ほかにありませんか。 

  星委員。 

○星委員 ここに関連するかどうかわからないんで

すけれども、アンケート調査でやはり市有墓地が

欲しいという先ほどお答えをいただいたんですが、

こういったやはり地の利がいいのか、赤田霊園は

１号墓地も２号墓地も区画がないということで、

さらにそのアンケート用紙では墓地が欲しいとい

うことも踏まえて、今後やはり市有墓地を造成す

る予定とかがあるんでしょうか。 

○若松委員長 課長。 

○舟岡環境管理課長 実は、平成27年度から、これ

はあくまでも計画でございますけれども、現在あ

る墓地以外の西那須野にある市有墓地ですね、永

田墓地とか二つ室墓地とか、そういった墓地関係

につきまして、正確な台帳が整備されていないと

いう状況の中で引き受けをしておりますので、そ

ういった部分の測量を今後計画的に進めるという

ことになります。測量を計画的に進めながら、な

おかつ所有者についても調査をするということを

行いますと、多分あいているスペースが今後出て

くるのだろうというような想定をしております。

それをしっかり台帳上整理をさせていただいた中

で、随時募集をかけていくということも一つ考え

られるところでございます。 

  ただ、新たに赤田霊園みたいな大きな墓地につ

いては、とりあえず今の段階では整備する以前の

測量関係、台帳関係を先に先行するということで

考えております。 

  以上です。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  ほかに。 

  磯飛委員。 

○磯飛副委員長 今の関連なんですが、私も勉強不

足だったんですが、市有墓地という表現をされて、

その市というのは那須塩原市の市有ということで

すか。それと、例えば二つ室と下永田という場所、
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説明を受けましたが、場所としてはどこに当たる

んでしょうか。 

○若松委員長 舟岡課長。 

○舟岡環境管理課長 この市有墓地という言い方を

させていただいたのは、西那須野町時代に地元で

利用していた墓地が全部町のほうに管理移管され

たというような墓地でございまして、名称でいい

ますと永田墓地、二つ室墓地、二区墓地、上赤田

墓地、西赤田墓地、三島１号墓地、三島２号墓地、

三島３号墓地という墓地がございまして、こうい

ったものについては特に漫画的な位置図のところ

に名前が書いてあるような図面しか引き受けされ

ておらなかったということで、正確な測量をさせ

ていただいて、台帳整備をしていきたいというこ

とで考えています。 

  以上です。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

  人見委員。 

○人見委員 今の関連なんだけれども、それぞれの

地域のあれで共同墓地というのがあるよね。また

そういうのもやがて地元で管理ができないからお

願いしたいという形になれば、市のほうで引き受

ける格好になるの。 

○若松委員長 説明を求めます。 

  舟岡課長。 

○舟岡環境管理課長 こちらで受けるものの材料が

しっかりされていれば、それはそれでまた検討さ

れるというふうに思います。ただ、今の段階で、

ちょっと余談になってしまうんですが、赤田霊園

の１号２号、それから塩原温泉さくら公園墓地に

ついては、当然管理料を取ってやっております。

先ほど申し上げた永田墓地を含めて、こちらにつ

いては帰属されている墓地ということで、現在管

理料を取っていないということで、そういった部

分についても今後同じように整理をさせていただ

いて、片方管理料を取って片方取らないところは、

管理は市がやるので当然草刈りとか補修とかをし

ているという状況がありますので、それを含めて

台帳整理とあわせて検討していきたいというふう

に考えております。 

○若松委員長 どうぞ、人見委員。 

○人見委員 実際、うちのほうでは共同墓地という

格好で役員が管理はしているけれども、管理料も

取っている。掃除等もきちっとしている。そうい

う場合はどうなの。将来、地域の中で大変だから

移管してみたらどうかというような格好になった

ときに受け入れ体制は、窓口は開かれているかど

うなのかという。 

○若松委員長 説明を求めます。 

  課長。 

○舟岡環境管理課長 西那須野のこういった墓地が

受け入れているという状況下ですので、同じよう

な扱いになると思いますので、特に土地関係の台

帳、それから所有者関係がきちんとしている、そ

ういった部分があれば受けないことはないとは思

いますけれども、また今の段階でそういったもの

は来ておらない状態なので。 

  以上です。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

  齋藤委員。 

○齋藤委員 先ほど償還金の中に赤田霊園墓地とさ

くら公園墓地の区画返還というところで、その主

な理由というのはどういう理由なんでしょうか。

３件あるんですが。 

○若松委員長 説明を求めます。 

○小泉生活管理課長補佐 一応償還金なんですけれ

ども、以前お墓を必要だということで区画のほう

を借りていたわけなんですけれども、実際にはも
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う東京に引っ越したりとか、ちょっと遠隔地に引

っ越したのでここにお墓を持っていても実際使う

ときには遠くなってしまうという、そういうよう

な理由で地域のほう、東京とか横浜とか、そうい

う近くに求めたので要らないよということで返還

になったものが主なものです。 

○齋藤委員 そのお墓を見る方が転出というか遠く

なってしまったというのが、大体そういう理由だ

ろうなというふうには思っていたんです。 

  もう一つ、ちょっと関連でお聞きしたいんです

が、先ほど墓地に関してのアンケート調査をとっ

たという経緯があって、今後その結果によっては

また市営墓地の計画はあるんでしょうけれども、

そのアンケートの中では、別にこの那須塩原市内

の中にはお寺を持っている、そういう檀家を控え

たお寺の墓地の状況というのがあるわけですよね。

以前、さくら公園墓地をつくるときにも塩原、特

に温泉街だったものですから、妙雲寺さんとの協

議の中で、向こうにも支障がないようにという、

そういう協議があるわけなんですが、その辺の協

議という考え方というのは何かお考えはあるんで

しょうか。 

○若松委員長 説明を求めます。 

  課長。 

○舟岡環境管理課長 とりあえず、本来の筋からい

いますと、地方自治体が墓地を整備するというの

が優先順位の最初ということだそうでございまし

て、それで整備ができない場合は、お寺さんとか

そういうふうな団体というような順番でやってい

る中で、地域によってはほとんどお寺さんの墓地

という、黒磯地区についていえば大体昔からそう

いうふうな形でございまして、西那須野地区につ

いては自治体が率先してということで進めたその

地域差がございますけれども、優先順位としては

そういうことでございます。 

○若松委員長 ほかにございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、質疑を終了したい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議ないものと認め、質疑を終了い

たします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、討論を終結したい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議ないものと認め、討論を終結い

たします。 

  これより採決いたします。 

  認定第８号 平成25年度那須塩原市墓地事業特

別会計歳入歳出決算認定については、原案のとお

り認定すべきものとすることでご異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議なしと認め、よって原案のとお

り認定すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○若松委員長 これで終わりましたので、その他執

行部で何かありましたら。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○若松委員長 ありませんか。 

  委員のほうから。 

  磯飛委員。 

○磯飛副委員長 （那須地区広域行政事務組合食肉

センターに関する要望書の経過について） 
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○若松委員長 ないようなので、以上で環境管理課

の審査を終了します。 

  ご苦労さまでした。 

  ここで執行部入れかえのため暫時休憩といたし

ます。 

 

休憩 午前１０時５０分 

 

再開 午前１１時００分 

 

○若松委員長 休憩前に引き続き委員会を再開しま

す。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎環境対策課の審査 

○若松委員長 ただいまから環境対策課の審査を行

います。 

  担当課の皆さん、大変ご苦労さまでございます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５０号の説明、質疑、討

論、採決 

○若松委員長 これより産業環境常任委員会を予算

審査特別委員会（第三分科会）に切りかえます。 

  それでは、議案第50号 平成26年度那須塩原市

一般会計補正予算（第３号）を議題といたします。 

  執行部からの議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  どうぞ。 

○山田環境対策課長 （議案第50号について説

明。） 

○若松委員長 説明が終わりました。各委員からの

質疑、意見等をお受けいたします。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、質疑を終了したい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議ないものと認め、質疑を終了い

たします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、討論を終結したい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議ないものと認め、討論を終結い

たします。 

  これより採決いたします。 

  議案第50号 平成26年度那須塩原市一般会計補

正予算（第３号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることでご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議なしと認めます。 

  よって、原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎認定第１号の説明、質疑、討論、

採決 

○若松委員長 続きまして、ただいまから予算審査

特別委員会（第三分科会）を決算審査特別委員会

（第三分科会）に切りかえます。 

  それでは、認定第１号 平成25年度那須塩原市

一般会計歳入歳出決算認定についてを議題といた

します。 

  執行部からの議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  課長。 
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○山田環境対策課長 （認定第１号について説

明。） 

○若松委員長 説明が終わりましたので、各委員か

ら質疑、意見等をお受けいたします。 

  星委員。 

○星委員 158ページです。４款衛生費、２項２目

の交付金なんですが、集団資源回収事業なんです

けれども、本年度は400件ということで、577万

7,720円決算に上がっています。昨年度を見ます

と、329件ありまして去年の決算額は595万8,190

円ということで、去年に比べると集団資源回収事

業の件数はふえているんですけれども、これに対

して決算額が減額になっている理由は何でしょう

か、教えてください。 

○若松委員長 説明を求めます。 

○河合廃棄物対策室一般廃棄物担当副主幹 件数の

ほうはふえているんですが、減った要因としては、

集団資源回収をやっている品目の中で、瓶類を取

り扱っている回収業者、そちらのほうが昨年から

かなり減っておりまして、そういった関係で瓶の

回収量が減っているということで、それが交付金

にも影響していると。ただ、先ほど委員が申され

たように、やっている団体数とか集積率はふえて

いるということで、そういう意味では活発化して

いるとは思っております。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  ほかに。 

○星委員 もう一つあります。161ページの４款衛

生費の２項３目旧清掃センター管理運営事業、50

事業の公有財産購入費、土地購入費で旧西那須野

清掃センター借地購入とあるんですが、この借地

なんですけれども、借地を購入して次の土地の用

途とか、何かそういったもののお考えはあるのか

教えてください。 

○若松委員長 説明を求めます。 

  課長。 

○山田環境対策課長 一応環境対策課のほうで全て

登記手続を終了いたしまして、行政財産から普通

財産に移行いたしまして、西那須野支所の総務課

のほうに引き渡しをいたしまして、西那須野支所

の総務課のほうで今土地検討に入っているところ

でございます。具体的にはまだ。 

○星委員 まだ決まっていない。 

○山田環境対策課長 はい。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  ほかにありますか。 

  星委員。 

○星委員 もう一つ、同じところなんですが、当初

予算ですとここの購入金額が518万7,000円で予算

計上されていたんですけれども、それよりも300

万何がしで若干お安くなっているのは、見積もり

が要は最初に高く見積もっていたということにな

るんですか。 

○若松委員長 答弁を求めます。 

○河合廃棄物対策室一般廃棄物担当副主幹 そうで

すね、当初予算当時は金額的にわからなかったの

で近隣の価格等を書いていたんですが、実際に鑑

定評価を入れた結果の金額で購入したものですか

ら、その差額ということになります。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

  人見委員、何かありますか。どうぞ。 

  ○人見委員 ４款衛生費の。 

○若松委員長 何ページですか。 

○人見委員 157。清掃総務費の中の委託料の中で

高林地区地下水水質検査業務というところが、趣

旨としてはわかるが、この内容的は何カ所という、

どこの場所をやったのか。 

○若松委員長 説明を求めます。 

  課長。 
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○山田環境対策課長 高林地区の水質検査でよろし

いですか。これは福島大学の調査研究委託をもと

もとやっていて、地下水検査、平成19年度から平

成20年度までやっていたんですけれども、その福

島大学の研究の委託の後を引き継いで23年から開

始している事業でありまして、現在は11カ所の井

戸で毎月19項目を検査しています。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  人見委員。 

○人見委員 これが中心的なのは青木地区という格

好になったの。 

○若松委員長 説明を求めます。 

○久保廃棄物対策室産業廃棄物担当副主幹 主には、

もともとは市内に産業廃棄物の最終処分場が集中

しているその影響ということで、当初福島大学の

研究を入れる形で進めている中で、青木を中心に

行っております。具体的な場所といったことにな

ると、ちょっと今手元に資料がないものですから、

もし。 

○若松委員長 では後でその辺の資料はよろしいで

すか。人見委員、それでよろしいですか。 

○人見委員 はい、いいです。 

○若松委員長 ほかにございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 では、ほかにないようなので、質疑

を終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議ないものと認め、質疑を終了い

たします。 

  討論ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、討論を終結したい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議がないものと認め、討論を終結

いたします。 

  これより採決いたします。 

  認定第１号 平成25年度那須塩原市一般会計歳

入歳出決算認定については、原案のとおり認定す

べきものとすることでご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議なしと認め、よって原案のとお

り認定すべきものと決しました。 

  これで終わりました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○若松委員長 執行部のほうから何かその他でござ

いましたら。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○若松委員長 ありませんか。 

  委員のほうから。 

  中村委員。 

○中村委員 （家庭系ごみ収集運搬業務について） 

○若松委員長 （臨時職員の選考について） 

○若松委員長 以上をもちまして、環境対策課の審

査を終了いたします。 

  ご苦労さまでございました。 

  ここで執行部入れかえのため暫時休憩といたし

ます。 

 

休憩 午前１１時２５分 

 

再開 午前１１時２９分 

 

○若松委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 
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◎生活課の審査 

○若松委員長 ただいまから生活課の審査を行いま

す。 

  担当課の皆さん、大変ご苦労さまです。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５０号の説明、質疑、討

論、採決 

○若松委員長 これより産業環境常任委員会を予算

審査特別委員会（第三分科会）に切りかえます。 

  それでは、議案第50号 平成26年度那須塩原市

一般会計補正予算（第３号）を議題といたしま

す。 

  執行部からの議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  課長。 

○橋本生活課長 （議案第50号について説明。） 

○若松委員長 説明が終わりました。各委員からの

質疑、意見等をお受けいたします。 

  ないですか。 

〔発言する人なし〕 

○若松委員長 ないようなので、質疑を終了したい

と思います。異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議ないものと認め、質疑を終了い

たします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないようなので、討論を終結したい

と思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議ないものと認め、討論を終結い

たします。 

  これより採決します。 

  議案第50号 平成26年度那須塩原市一般会計補

正予算（第３号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることでご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議なしと認めます。 

  よって、原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎認定第１号の説明、質疑、討論、

採決 

○若松委員長 続きまして、ただいまから予算審査

特別委員会（第三分科会）を決算審査特別委員会

（第三分科会）に切りかえます。 

  それでは、認定第１号 平成25年度那須塩原市

一般会計歳入歳出決算認定についてを議題といた

します。 

  執行部からの議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  課長。 

○橋本生活課長 （認定第１号について説明。） 

○若松委員長 説明が終わりましたので、各委員の

質疑、意見等をお受けいたします。 

  ありませんか。 

  星委員。 

○星委員 71ページの２款総務費の１項13目の防犯

対策費なんですが、ここの表にあります犯罪認知

件数が出ているんですけれども、24年度に比べる

と結構もう300件近く犯罪と認められる件数がふ

えているんですが、そこを自主防犯活動支援団体

数も、去年と比べるとかなり団体数も多くなって

います。今後そういった犯罪もふえるということ

を考えたときに、今後の対策としてどういったこ
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とが考えられるか教えてください。 

○若松委員長 説明を求めます。 

  課長。 

○橋本生活課長 確かに犯罪件数、増加傾向にあり

まして、特に今振り込め詐欺とか軽犯罪とかとい

うのがふえていて、警察とも一緒に連携してその

辺のところ、原因とか対策を今進めているところ

で、今現在具体的にどういうものをどのようにす

るかというところまではまだ詰め切っていないん

ですけれども、警察と連携して分析しながらやっ

ていきたいというふうに考えております。 

○若松委員長 よろしいですか、星委員。 

  ほかにありますか。 

  星委員。 

○星委員 ぜひよろしくお願いします。 

  やはり不審者、市のメールなんかでも不審者情

報も結構多く、熊情報も多いんですけれども、不

審者情報も結構多く声かけ事件とか事案とかとい

うこともありますし、また振り込め詐欺なんかも

なかなか本人の意識がないと難しい部分あるかと

思うんですけれども、ぜひ防犯というか、犯罪に

巻き込まれないようにお願いしたいと思います。 

  それで、ＬＥＤの防犯灯の新設に関しては、ま

だこれからも継続してふえていくような形になる

んですか。 

○若松委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○橋本生活課長 毎年防犯灯の新設につきましては

年度５月から６月にかけて各自治会のほうに必要

な灯数を申請いただいて設置しているという形に

なりますので、この事業につきましては当分その

まま続けていきますので、毎年申請が上がって、

当分、灯数はふえていくんだろうなというふうに

思います。 

○若松委員長 星委員。 

○星委員 灯数に制限はないんですね。何灯立てた

からもうだめとか、そういうことはない。 

○若松委員長 答弁求めます。 

○橋本生活課長 特にございません。 

○若松委員長 よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

  〔発言する人なし〕 

○若松委員長 ないようなので質疑を終了したいと

思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議ないものと認め、質疑を終了い

たします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○若松委員長 ないものと認め、討論を終結したい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議ないものと認め、討論を終結い

たします。 

  これより採決いたします。 

  認定第１号 平成25年度那須塩原市一般会計歳

入歳出決算認定については、原案のとおり認定す

べきものとすることでご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○若松委員長 異議なしと認めます。 

  よって、原案のとおり認定すべきものと決しま

した。 

   

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○若松委員長 その他がありましたら、執行部にお

いて。 

○橋本生活課長 （地域バス運行の見直しについ

て） 
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○若松委員長 委員のほうから、その他で何か。 

  中村委員。 

○中村委員 （詐欺被害の状況について） 

  （交通事故発生の状況について） 

○磯飛副委員長 （消費生活相談センター相談室改

修工事の効果について） 

○若松委員長 よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○若松委員長 ないようなので、生活課の審査を終

了したいと思います。 

  ご苦労さまでございました。 

  以上で生活環境部の審査を終了いたします。 

  生活環境部の皆さん、大変ご苦労さまでした。 

  これで暫時休憩となります。 

 

休憩 午後 零時０１分 

 

再開 午後 零時０２分 

 

○若松委員長 いろいろと審議ご苦労さまでござい

ました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○若松委員長 では、これから委員会のその他に入

ります。 

  その他について何か説明がありましたらよろし

くお願いします。 

（事務局説明） 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○若松委員長 以上で、本定例会において当委員会

に付託されました案件の審査は、全て終了いたし

ました。 

  なお、本委員会の審査報告は、本職が作成し、

議長に提出いたしますので、ご一任くださいます

ようお願いいたします。 

  これをもちまして、産業環境常任委員会を閉会

いたします。 

  ありがとうございました。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午後 零時３８分 

 

 

 




